
1  │ FUKUSHIMA FAN CLUB

FUKUSHIMA FAN CLUB

今
年
の
3
月
15
日
、
東
日
本
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
と
福
島
県
の
共

同
記
者
会
見
で
、
平
成
27
年
春
の

ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
以
下「
Ｄ
Ｃ
」）の

開
催
決
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｃ
と
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
6

社
（
北
海
道
、
東
日
本
、
東
海
、

西
日
本
、
四
国
、
九
州
）
と
自
治

体
が
協
力
し
、
全
国
規
模
で
集
中

的
に
観
光
誘
客
を
行
う
国
内
最
大

規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

開
催
は
再
来
年
で
す
の
で
、
ま

だ
先
の
話
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

来
年
の
春
に
は
プ
レ
Ｄ
Ｃ
が
あ
り
、

も
う
Ｄ
Ｃ
に
向
け
た
準
備
は
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

プ
レ
Ｄ
Ｃ
と
は
、
Ｄ
Ｃ
本
番
に

向
け
て
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
1
年
前
か
ら
実
施
す

る
こ
と
で
、
お
客
様
の
お
も
て
な

し
向
上
と
地
域
の
受
入
体
制
の
強

化
を
図
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
福
島
県
で
は
、
こ
の

プ
レ
Ｄ
Ｃ
開
催
に
向
け
、
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
や
磨
き
上
げ
、

平成 25年（2013年）6月15日発行

お
も
て
な
し
の
充
実
な
ど
を
行
う

準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
1
つ
と
し
て
福
島
県
が
全

国
に
誇
れ
る
「
花
」
の
魅
力
を
お

客
様
に
お
伝
え
す
る
「
花
の
王
国

ふ
く
し
ま　

八
重
た
ん
フ
ラ
ワ
ー

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
6
月
末
ま

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
梅
に
始

ま
り
、
三
春
の
滝
桜
に
花
見
山
の

桜
、
矢
祭
山
の
つ
つ
じ
に
須
賀
川

の
牡
丹
園
、
6
月
以
降
の
こ
れ
か

ら
の
時
期
で
も
、
会
津
美
里
町
の

あ
や
め
苑
、
駒
止
湿
原
の
ワ
タ
ス

ゲ
や
ミ
ニ
尾
瀬
公
園
の
コ
マ
ク
サ

な
ど
、
豊
か
な
自
然
が
織
り
成
す

花
の
リ
レ
ー
で
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 3 月 15日、東日本旅客鉄道株式会社 里見

仙台支社長から佐藤知事へと開催決定通知
が手渡されました。

会津美里町のあやめ苑 鳥見山公園のあやめ 駒止湿原のワタスゲ ミニ尾瀬公園のコマクサ

会報
Vol.25

ふ
く
し
ま

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

開
催
決
定
！
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新連載

福
島
県
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
酒
処
。
本
連
載
で
は
、
福
島
県
の
酒
の

魅
力
を
作
り
手
や
携
わ
る
方
々
の
言
葉
か
ら
探
る
。
福
島
県
の
酒
を
知

る
こ
と
で
人
生
の
楽
し
み
が
1
つ
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

初
回
の
舞
台
は
会
津
坂
下
町
。
会
津
若
松

市
や
喜
多
方
市
と
い
う
主
要
都
市
ま
で
三
里

（
12
㎞
）
と
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
「
坂
下

の
馬
鹿
三
里
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
坂
下
馬

刺
し
（
さ
く
ら
肉
）
で
有
名
だ
が
、
米
ど
こ

ろ
会
津
の
中
で
も
有
数
な
良
質
米
と
豊
富
な

水
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
極
上
の

地
酒
が
で
き
る
。
町
内
に
は
3
つ
の
酒
蔵
が

あ
り
、
今
年
の
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
は
全
て

の
蔵
が
金
賞
を
受
賞
、
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
的
な

酒
造
り
を
行
っ
て
い
る
。 福

島
の

酒
蔵
を
巡
る

第
一
回
・
会
津
坂
下
町

「
中
野
竹
子
」
ゆ
か
り
の
町

現
在
、
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」

に
登
場
し
て
い
る
中
野
竹
子
は
、
会
津

坂
下
町
ゆ
か
り
の
人
物
で
す
。
1
年
余

り
を
坂
下
で
過
ご
し
、
戊
辰
戦
争
に
お

い
て
薙
刀
を
手
に
勇
猛
果
敢
に
戦
い
ま

す
が
敵
の
銃
弾
に
倒
れ
、
母
と
妹
の
手

に
よ
り
、
竹
子
の
首
は
会
津
坂
下
町
法

界
寺
に
葬
ら
れ
た
の
で
す
。
わ
ず
か
22

歳
の
生
涯
で
し
た
。

中
野
竹
子
を
顕
彰
す
る
「
小
竹
会
」

に
よ
り
毎
年
9
月
に
墓
前
祭
が
行
わ
れ
、

竹
子
の
遺
志
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
子
辞
世
の
句
「
武
士
の
猛
き
心
に

く
ら
ぶ
れ
ば
、
数
に
も
入
ら
ぬ
我
が
身

な
が
ら
も
」

五ノ井酒店より会
津坂下町の酒蔵で
作られた銘酒を４
名様に。

（詳しくは８ページに）

会津旨酒 五ノ井酒店
会津坂下町市中一番甲3551
電話0242-83-2170

プレゼント

町
内
で
五
ノ
井
酒
店
を
営
む
五
ノ
井
智
彦
さ

ん
に
酒
蔵
の
お
話
を
伺
っ
た
。

会
津
坂
下
町
の
酒
は
、
昔
か
ら
各
蔵
が
そ

れ
ぞ
れ
の
販
路
を
持
ち
、
普
通
酒
を
主
流
に

作
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
か
ら
20
年
ほ
ど
前

に
、
山
形
県
で
「
十
四
代
」
が
登
場
し
酒
造

り
の
現
場
に
衝
撃
が
走
っ
た
ん
で
す
。
新
潟

酒
を
中
心
と
し
た
淡
麗
辛
口
ブ
ー
ム
が
起
き

て
い
た
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
を
受
け
、
各
蔵
と

も
に
意
識
が
高
ま
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
技

術
や
個
性
を
活
か
し
こ
だ
わ
り
の
酒
を
生
み

出
し
て
き
た
ん
で
す
。「
十
四
代
」
か
ら
5

年
後「
飛
露
喜
」（
廣
木
酒
造
）が
登
場
し「
一

生
青
春
」（
曙
酒
造
）
や
「
真
実
」（
豊
国
酒

造
）
と
い
う
福
島
県
ブ
ラ
ン
ド
認
証
酒
と
と

も
に
会
津
坂
下
町
の
酒
が
全
国
区
に
上
り
つ

め
て
い
っ
た
ん
で
す
。

蔵
元
と
二
人
三
脚
で
歩
ん
で
き
た
五
ノ
井
さ

ん
に
、
酒
店
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
を
伺
っ
た
。

県
外
の
酒
を
取
り
そ
ろ
え
た
こ
と
や
地
元

の
酒
に
立
ち
返
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
お
客
様
は
常
に
新
し
い
酒
を
求
め
て
定

着
し
な
か
っ
た
ん
で
す
。
お
い
し
い
状
態
の

ま
ま
お
届
け
す
る
方
法
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
出
来
た
て
、
絞
り
た
て
の
酒
を
量
り
売

り
し
、
少
し
ず
つ
顧
客
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
た
。
今
は
、『
会
津
旨
酒
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
地
元
の
酒
を
全
国
に
届
け
る
こ
と
を
使

命
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
か
？

震
災
に
動
じ
る
蔵
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
た
り
前
に
酒
造
り
を
続
け
、
安
全
性
を
訴

え
続
け
ま
し
た
。
逆
境
に
対
し
て
粘
り
強
く

対
応
し
て
き
た
こ
と
が
、
日
本
一
を
再
び
引

き
寄
せ
た
原
動
力
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

福
島
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い

た
。
平
成
25
年
5
月
17
日
、
全
国
新

酒
鑑
評
会
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、

都
道
府
県
別
で
最
多
の
26
銘
柄
が
金

賞
を
受
賞
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
で
最
も
多
く
の
金
賞
を
得
て
の
日

本
一
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
2
年
余
、

震
災
後
数
多
の
風
評
被
害
に
苦
し
み

な
が
ら
も
、
真
摯
に
酒
造
り
に
取
り

組
ん
だ
努
力
の
賜
物
で
す
。

会津坂下町

中
野
竹
子
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
た
け
ち
ゃ
ん
」

会津坂下町
のご紹介
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合
資
会
社 

廣
木
酒
造
本
店

曙
酒
造 

合
資
会
社

豊
国
酒
造 

合
資
会
社

「
酒
造
り
で
目
指
す
は
全
国
ト
ッ
プ
」
と

話
す
廣
木
健
司
代
表
。
製
法
に
も
こ
だ
わ
り
、

勝
負
で
き
る
酒
造
り
を
続
け
て
き
た
。「
ト
ッ

プ
を
目
指
す
な
ら
酒
米
は
山
田
錦
が
王
道
だ

が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
プ
ロ
野
球
で
の
外
国
人

選
手
、
地
元
会
津
で
作
ら
れ
た
五
百
万
石
と

い
う
選
手
に
数
人
の
外
国
人
選
手
が
加
わ
っ

て
今
の
酒
が
形
作
ら
れ
て
い
る
」
日
本
酒
に

あ
ま
り
馴
染
み
の
無
い
方
に
も
伝
わ
る
丁
寧

な
言
葉
に
、
廣
木
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
酒

米
1
粒
1
粒
を
具
体
的
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

福
島
県
の
酒
の
良
さ
は
、「
福
島
の
酒
だ

け
で
居
酒
屋
が
成
り
立
つ
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
す
」
と
話
す
廣
木
さ
ん
。
ど
ん
な
に
こ
だ

わ
り
が
あ
る
お
客
様
で
も
、
一
見
さ
ん
で
も

虜
に
し
て
し
ま
う
魅

力
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

住
所
：
福
島
県
河
沼

郡
会
津
坂
下
町
市
中

二
番
甲
３
５
７
４

代
表
銘
柄
：「
飛
露

喜
」「
泉
川
」

「
自
分
た
ち
の
酒
造
り
と
向
き
合
い
ま
し

た
」
と
話
す
鈴
木
孝
教
営
業
部
長
。

地
元
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
議
論
を
重
ね
楽
し
み
な
が
ら
酒
造
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
日
本
酒
ベ
ー

ス
の
リ
キ
ュ
ー
ル
「
s
n
o
w 

d
r
o
p
」

も
成
果
の
一
つ
で
す
。
1
年
半
の
試
行
錯
誤

で
30
回
も
の
試
作
品
の
末
の
誕
生
で
し
た
。

「
免
許
取
得
日
は
震
災
の
前
日
（
3
月
10
日
）

で
材
料
と
な
る
㈱
会
津
中
央
乳
業
の
原
乳
も

原
発
事
故
で
し
ば
ら
く
は
出
荷
が
ま
ま
な
ら

ず
、
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状

況
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

6
月
に
や
っ
と
販
売
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
、
今

で
は
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
県
内
で

も
品
薄
が
続
く
ほ
ど
好
調
な
売
れ
行
き
で
す
。

住
所
：
福
島
県
河
沼
郡
会
津
坂
下
町
戌
亥
乙
２

代
表
銘
柄
：「
天
明
」「
一
生
青
春
」

	

「
s
n
o
w 

d
r
o
p
」

「
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
６
年
連
続
金
賞
を

受
賞
し
て
い
る
蔵
は
多
く
は
な
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
高
久
禎
也
代
表
は
話
す
。

普
通
酒
か
ら
上
級
酒
ま
で„
ふ
な
し
ぼ
り
＂

に
こ
だ
わ
り
、
丁
寧
な
酒
造
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
す
。「
こ
れ
ま
で
、
培
っ
て

き
た
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
、
時
代

に
合
う
よ
う
に
変
化
を
続
け
て
き
た
。
今
後

は
、
輸
出
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
、

国
際
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
姿
勢
を

見
せ
る
高
久
さ
ん
。
ロ
ン
ド
ン
で
行
わ
れ
た

品
評
会
で
も
シ
ル
バ
ー
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
会

津
坂
下
町
か
ら
世
界
が
見
え
て
き
た
。

住
所
：
福
島
県
河
沼
郡
会
津
坂
下
町
字
市
中

一
番
甲
3
5
5
4

代
表
銘
柄
：「
學
十
郎
」「
真
実
」

御
田
植
祭　
７
月
７
日

場
所
：
諏
訪
神
社
・
栗
村
神
社
周
辺

	

及
び
町
内

ば
ん
げ
夏
ま
つ
り　
８
月
第
１
日
曜

場
所
：
役
場
前
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

ま
つ
り
の
問
い
合
わ
せ
：

会
津
坂
下
町
観
光
物
産
協
会

℡
0
2
4
2
︲
８
３
︲
2
1
1
1

是
非
、
会
津
坂
下
町
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

会
津
を
呑
み
つ
く
せ
！

東
京
會
津
祭

今
回
ご
紹
介
し
た
「
曙
酒
造
」
を
は
じ
め

会
津
を
代
表
す
る
８
蔵
の
日
本
酒
試
飲
イ
ベ

ン
ト
が
東
京
で
開
か
れ
ま
す
（
有
料
）。
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
７
月
21
日
㈰

第
１
部　
12
：
20
～
15
：
20

第
２
部　
16
：
00
～
19
：
00

場
所
：
ア
ー
キ
テ
ク
ト
カ
フ
ェ
汐
留

参
加
蔵
元
：
会
津
酒
造
、
曙
酒
造
、
高
橋
庄

作
酒
造
店
、
花
泉
酒
造
、
松
崎
酒
造
店
、
宮

泉
銘
醸
、
大
和
川
酒
造
店
、
夢
心
酒
造

問
い
合
わ
せ info@

natural-fact.jp

W
E
B
サ
イ
ト
を「
東
京
會
津
祭
」で
検
索
！
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今
年
3
月
20
日
、
開
港
20
周
年
を
迎

え
た
福
島
空
港
。
こ
れ
ま
で
1
千
万
人

を
超
え
る
利
用
者
を
数
え
る
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
密
着
の
取
組
で
数
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
た
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
空
港
と
も
呼
ば
れ
る

福
島
空
港
は
駐
車
場
（
2
、３
０
０
台
）

が
無
料
、
空
路
利
用
者
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
客
が
訪
れ
て
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ

て
楽
し
め
る
空
港
だ
。
福
島
を
訪
れ
た

際
は
、「
空
の
駅
」
福
島
空
港
に
も
是

非
足
を
運
ん
で
欲
し
い
。

今
、

福
島
空
港
が
面
白
い
!

日
本
で
唯
一
！

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
会
え
る
空
港

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
の
生
み
の
親
、
円
谷

英
二
氏
は
明
治
34
年
、
福
島
空
港
の
あ
る
福

島
県
須
賀
川
市
に
生
ま
れ
る
。
後
に
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
映
画
界
に
入
り
、
特
撮
の
神
様

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
数
々
の
特
殊
撮
影
技
術
を

生
み
出
し
た
円
谷
監
督
は
、
小
さ
い
頃
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
な
る
夢
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
大
空
へ
の
夢
は
、
今
、
故
郷
福
島

空
港
を
舞
台
に
実
現
し
て
い
る
。

日
本
で
唯
一
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
に
会
え

る
空
港
で
あ
な
た
は
何
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
見

つ
け
ら
れ
る
か
。

福
島
の
大
空
を
見
上
げ
て

５
月
に
は
ス
イ
ス
の
時
計
メ
ー
カ
ー
、
ブ

ラ
イ
ト
リ
ン
グ
社
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行

チ
ー
ム「
ブ
ラ
イ
ト
リ
ン
グ
・
ジ
ェ
ッ
ト
チ
ー

ム
」
が
福
島
空
港
を
訪
れ
、
被
災
地
に
元
気

を
届
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
た
。

福
島
空
港
を
飛
び
立
っ
た
7
機
は
郡
山
市

や
福
島
市
、
会
津
若
松
市
な
ど
県
内
各
地
を

編
隊
で
飛
行
。
地
上
か
ら
多
く
の
県
民
が
空

を
見
上
げ
、
華
麗
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と

と
も
に
福
島
に
元
気
を
運
ん
で
く
れ
た
機
影

を
追
っ
て
い
た
。

地元小学生がジェットチームをスイス ･フランスの国旗でお出迎え

ⓒ円谷プロ
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【空の駅たまかわ】
福島空港ターミナルビル 1F
営業時間　7：45 〜 18：45（無休）

７
月
19
日
㈮
か
ら
、
須
賀
川
市
立
博
物
館
で

企
画
展
「
特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
飛
翔
展（
仮
称
）」
が

開
催
さ
れ
る
予
定
。
故
円
谷
英
二
監
督
が
円
谷

プ
ロ
を
設
立
し
て
50
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、

福
島
空
港
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
新
企
画
と
し
て
、
Ａ

Ｎ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
福
島
空
港
を
め
ぐ
る

見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
予
定
（
小
学
校
や
児
童
ク

ラ
ブ
等
が
対
象
。
年
10
回
程
度
）。
他
に
も
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
日
程

や
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
福
島
空
港
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

福
島
空
港
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
は
約
２
８
０

名
。
様
々
な
職
種
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
で
旅
行
者
の
安

全
・
安
心
を
支
え
て
い
る
。

株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
サ
ー
ビ
ス
福
島
に

勤
務
し
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
つ
石
川

奈
菜
さ
ん
（
北
海
道
函
館
市
出
身
）
も
そ
の

一
人
。
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
福
島
空
港
を
訪

れ
る
お
客
様
を
迎
え
て
い
る
。

石
川
さ
ん
の
感
じ
る
福
島
空
港
の
良
さ
と

は
？「

駐
車
場
が
無
料
な
の
で
お
車
で
来
ら
れ

る
方
に
と
て
も
便
利
で
す
し
、
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
も
あ
る
の
で
、

お
車
以
外
の
お
客
様
に
も
安
心
で
す
。
国
内

定
期
便
は
、
札
幌
新
千
歳
空
港
と
大
阪
伊
丹

空
港
に
１
日
計
７
便
運
航
し
て
い
ま
す
。
乗

継
便
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
西
日
本
各
地

や
北
海
道
内
各
地
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
乗
継
割
引
の
設
定
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
福
島
空
港
に
駐
機
し
た
ブ
ラ
イ
ト
リ
ン
グ
ジ
ェッ
ト
チ
ー
ム

子
ど
も
達
が
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
仕
組
み
を
見
学

福
島
空
港
の
一
押
し
「
さ
る
な
し
ジ
ュ
ー
ス
」

イ
ベ
ン
ト
情
報

さ
る
な
し
（「
こ
く
わ
」と
も
呼
ば
れ
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
原
種
）の
生
搾
り
１
０
０
％

ジ
ュ
ー
ス
。『
空
の
駅
た
ま
か
わ
』
で
限
定
販
売
！ 

５
２
０
ｇ 

1
、２
６
０
円
。

販
売
員
の
大
垣
さ
ん
に
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を
伺
い
ま
し
た
。

「
さ
る
な
し
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
レ
モ
ン
の
約

10
倍
。
亜
鉛
が
含
ま
れ
て
い
て
体
質
改
善
に
も

役
立
ち
ま
す
。
ジ
ュ
ー
ス
以
外
に
ジ
ャ
ム
や
ワ

イ
ン
、
入
浴
剤
な
ど
も
人
気
で
す
。
美
容
と
健

康
の
た
め
に
是
非
一
度
さ
る
な
し
商
品
を
お
試

し
く
だ
さ
い
」

福
島
空
港
を
支
え
る
人
々

福島空港オリジナルグッズを10名
様に。（詳しくは８ページに）プレゼント
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福
島
県
は
、
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
に
「
ふ
く
し
ま
ふ
る
さ
と
暮
ら

し
情
報
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。
個
別
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

定
住
や
二
地
域
居
住
を
希
望
す
る
方
に
向
け
て
福
島
県
の
情
報
を
発
信
し

て
お
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
移
住
さ
れ
た
方
の
体
験
談
や
地
域
の
紹

介
な
ど
も
あ
り
、
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー
ご
と
に
特
色
あ
る
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
移
住
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
福
島
県
の
窓
口
へ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

※
セ
ミ
ナ
ー
は
定
員
制
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ふ
く
し
ま
ふ
る
さ

と
暮
ら
し
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

福
島
県

ふ
る
さ
と

暮
ら
し

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト

５
月
12
日
㈰
に
は
、
川
内
村
の
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

復
興
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
川
内
村

復
興
対
策
課
の
井
出
寿
一
課
長
と
、
長
崎
大

学
大
学
院
生
で
あ
り
、
保
健
士
・
看
護
師
と

し
て
川
内
村
の
長
崎
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設

で
働
く
折
田
真
紀
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

川
内
村
の
現
状
や
将
来
像
な
ど
を
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
井
出
課
長

か
ら
川
内
村
の
現
状

や
村
の
施
策
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

宅
地
周
辺
の
除
染

は
全
て
完
了
し
、
農

地
の
除
染
も
進
ん
で
い
ま
す
。
川
内
村
の
住

民
の
多
く
は
双
葉
や
富
岡
で
就
労
さ
れ
て
い

た
人
も
多
く
、
除
染
と
並
び
復
興
の
最
大
の

課
題
は
雇
用
の
創
出
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

川
内
村
で
は
雇
用
の
た
め
の
企
業
誘
致
を
推

進
し
、
実
際
に
菊
池
製
作
所
（
東
京
都
八
王

子
市
）
が
川
内
村
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
こ

と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
定
住
者
の
生
活
環
境
を
整
備
す
る

村
の
施
策
に
つ
い
て
説
明
が
続
き
ま
す
。
た

と
え
ば
住
宅
建
設
補
助
と
し
て
１
０
０
０
万

円
以
上
の
住
宅
を
建
設
し
た
場
合
に

１
０
０
万
円
を
補
助
す
る
こ
と
や
、
若
い
方

が
定
住
し
や
す
い
よ
う
、
村
営
ア
パ
ー
ト
の

建
設
が
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

次
に
放
射
線
の
調
査
や
村
民
の
健
康
相
談

を
受
け
て
い
る
折
田
真
紀
子
さ
ん
か
ら
、
川

内
村
で
の
活
動
や
放
射
線
、
ご
自
身
の
生
活

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
専
門

的
見
地
か
ら
、
０・
２
３
μ
Sv
／
ｈ
と
い
う

川
内
村
の
放
射
線
量
は
日
常
生
活
に
問
題
は

無
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も「
お

米
を
食
べ
て
も
大
丈
夫
か
」「
畑
を
つ
く
っ

て
も
大
丈
夫
か
」
と
い
っ
た
健
康
相
談
が
多

い
そ
う
で
す
。
折
田
さ
ん
は
住
民
と
の
対
話

を
大
切
に
し
て
放
射
線
に
関
す
る
疑
問
に
応

え
て
い
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
人
の
温
か

さ
、
人
の
良
さ
に
触
れ
て
、
移
り
住
ん
だ
後

の
不
安
も
特
に
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
川
内
村
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
放
射
線

に
対
す
る
取
り
組
み
や
復
興
へ
の
取
り
組
み
、

雇
用
・
住
居
な
ど
、
そ
こ
で
暮
ら
す
イ
メ
ー

ジ
や
不
安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
な
具
体
的
な

お
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ふ
く
し
ま
暮
ら
し
相
談
窓
口
の

ご
あ
ん
な
い

「
ふ
く
し
ま
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
情
報

セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
い
な
か
暮
ら
し
を

希
望
す
る
方
に
向
け
た
福
島
県
の
情
報

が
満
載
。
さ
ら
に
会
津
出
身
の
専
門
相

談
員
、
星
久
美
子
さ
ん
が
丁
寧
な
対
応

で
皆
様
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
加

え
て
、
就
職
相
談
窓
口
「
ふ
る
さ
と
福

島
就
職
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
東
京
窓
口

も
併
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
定
住
・

二
地
域
居
住
相
談
と
就
職
相
談
を
一
度

に
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ふくしまふるさと暮らし情報センター

ご利用時間／月～土曜日
 10:00 ～ 18:00
〒 100-0006　
東京都千代田区有楽町 2-10-1
東京交通会館 6F
　NPO ふるさと回帰支援センター 内
電話 03-6273-4401
FAX 03-6273-4404 
http://www.furusatokaiki.net/

お気軽に

ご相談ください



7  │ FUKUSHIMA FAN CLUB

FUKUSHIMA FAN CLUB

新連載

平
成
25
年
大
河
ド
ラ
マ
八
重
の
桜
の
舞
台
を
巡
る
新
シ
リ
ー
ズ
、

第
1
回
は
み
ち
の
く
の
玄
関
口
『
白
河
市
』
を
取
り
上
げ
る
。
戊

辰
戦
争
「
白
河
口
の
戦
い
」
で
は
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
が
激
突
、

千
人
を
超
え
る
死
者
を
出
す
最
大
の
激
戦
地
と
な
っ
た
地
で
あ
る
。

新
種
の
桜「
は
る
か
」植
樹
！

4
月
20
日
、
白
河
市
南
湖
公
園
（
地

図
Ⓒ
）
に
綾
瀬
は
る
か
さ
ん
と
西
島
秀

俊
さ
ん
の
お
二
人
が
出
席
し
、
綾
瀬
さ

ん
が
命
名
し
た
新
種
の
八
重
桜
「
は
る

か
」
の
第
1
号
の
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
約
1.5
ｍ
ま
で
育
っ
た
苗
木
が
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
成
長
し
花
を
つ

け
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。

２
０
１
３
年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
八
重
の
桜
」

ふ
く
し
ま
八
重
紀
行

連
載
第
一
回 

白
河
市

開
催
期
間　

平
成
25
年
7
月
3
日
㈬
ま
で
（
休
館
日
な
し
）

開
館
時
間　

9
：
30
～
17
：
00
（
入
館
は
16
：
30
ま
で
）

会　
　

場　

福
島
県
立
博
物
館
（
福
島
県
会
津
若
松
市
城
東
町
1
︲
25
）

観
覧
料　

一
般
・
大
学
生　

1
、０
０
０
円
／
高
校
生
以
下
は
無
料

※
中
学
生
以
下
の
方
に
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
ガ
イ
ド
」
を
配
布
し
ま
す
。

旧
幕
府
軍
が
陣
を
ひ
い
た
「
稲
荷
山
」（
地

図
Ⓐ
）
は
現
在
、
市
民
が
憩
う
公
園
と
な
っ

て
い
る
。
戊
辰
の
碑
が
建
つ
入
口
か
ら
小
高

い
丘
を
登
り
、
南
方
を
眺
め
る
と
新
政
府
軍

が
陣
を
ひ
い
た
「
小
丸
山
」
を
望
む
こ
と
が

で
き
、
両
軍
が
対
峙
し
た
そ
の
姿
を
想
像
し

な
が
ら
時
の
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
指
定
城
跡
の
白
河
小
峰
城
（
地
図
Ⓑ
）

は
現
在
石
垣
の
修
復
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

入
場
は
で
き
な
い
が
、
修
復
に
関
す
る
展
示

が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
修

復
が
行
わ
れ
て
い
く
の
か
を
探
る
の
も
興
味

深
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
ツ
ー
リ
ズ

ム
ガ
イ
ド
し
ら
か
わ
」
も
城
を
拠
点
に
活
動

（右から）植樹をする佐藤福島県知事、
綾瀬はるかさん、西島秀俊さん、鈴木白河市長

「二ノ丸茶屋」の白河だるまバーガー。
バンズが柔らか、具材はジューシーで
おすすめです！ Ⓑ

ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
し
ら
か
わ

の
活
動
の
様
子 

Ⓑ

稲荷山から見る小丸山 Ⓐ

稲荷山で当時を偲ぶ Ⓐ

白河小峰城は現在
修復が続いている Ⓑ

し
て
お
り
、
案
内
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
園
内
に
は
歴
史
資
料
を
展
示
し
て
い
る

「
白
河
集
古
苑
」、お
休
み
処
「
二
ノ
丸
茶
屋
」

が
通
常
通
り
営
業
し
て
い
る
ほ
か
、
被
災
し

た
富
岡
町
か
ら
白
河
観
光
人
力
車
も
営
業
し

て
い
る
。（
地
図
Ⓒ
）

289

294

4

C

A

B

0 1㎞

南湖

南湖公園

新白河駅
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入場券をペアで５名様に。
（詳しくは８ページに）
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編集・発行　ふくしまファンクラブ事務局　〒960-8670　福島県福島市杉妻町 2-16　福島県観光交流課　　電源立地地域対策交付金事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話 024-521-7287　ＦＡＸ024-521-7888　ＨＰ　http://www.pref.fukushima.jp/fui/

東京電力の原発事故による環境放射能測定値については、福島県災害対策本部のホームページ
（http://www.pref.fukushima.jp/）で確認することができます。

福島を訪れる方へ

※当選者の発表は賞品の発送に代えさせていただきます。お預かりした個人情報は、賞品の発送
などファンクラブに関する事務以外に使用することはありません。福島県個人情報保護条例に基
づき、個人情報の目的外利用はいたしません。

②

③

ご応募いただいた方の中から抽選でプレゼント！
①五ノ井酒店より会津坂下町の特選銘酒を4名の方へ（2ページ）（廣木酒造・「泉

川純米吟醸」、曙酒造「snow drop宮袋いちご」「天明純米吟醸」、豊国酒造「吟
醸酒真実」から１本）※品物は選べません。

※未成年者のお酒へのご応募はご遠慮ください。

②福島空港オリジナルグッズを10名の方へ（5ページ）

③2013NHK大河ドラマ特別展「八重の桜」入場券をペアで５名の方へ（7ページ）

応 募 方 法 はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号、会員番号、ご希望のプレゼント、
今回の会報の感想などを明記し下記のあて先へご応募ください。

応 募 締 切 6 月 28 日㈮ 必着
あ て 先 〒 960-8670（住所記載不要）福島県庁観光交流課

ふくしまファンクラブ「プレゼント」係

会報発送に代えて、メルマガ方式により情報をお届けするメール会員も引き続き募集中です。
一般会員からの移行も可能ですので、お得なメール会員もよろしくお願いします。

【移行登録方法】 氏名と会員番号とメールアドレスをご連絡ください。
 FAX024-521-7888　又は　メール f.fanclub@pref.fukushima.lg.jp
 ※メール会員へは封書による会報は原則発送しません。

ふくしまファンクラブは平成 25 年６月２日に会員数１万人を突破しました！
平成 19 年５月にスタートし、約６年間での達成です。
これからも福島県の旬な情報を発信していきます。会員協賛店も是非ご利用ください。

メール会員
募集！

①

会員証提示でソフトクリームが 50 円引き
福島県八重洲観光交流館では、福島県の特産品に

加えて、会津の牛から絞った生乳だけを使用したソ
フトクリーム「会津べこの乳ソフト」（300 円）を
販売しております。

6 月 18 日から会員証を提示
することにより、こちらのソフ
トクリームを 50 円引きでご提
供いたします。これから冷たい
ものがおいしい時期になります
ので、八重洲観光交流館で「会
津べこの乳ソフト」を召し上
がってはいかがでしょうか。

ふくしまファンクラブ会員
1万人ありがとうキャンペーン

福島県八重洲観光交流館で、会員拡大キャンペー
ンを実施します。キャンペーン期間は７月８日㈪～
15日㈷で、期間中に入会
いただいた方には、果汁
100％の缶ジュース「桃
の恵み」「林檎の想い」と
八重たんグッズをプレゼ
ントいたします。
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福島県八重洲観光交流館
東京駅八重洲南口徒歩３分
営業時間／ 10：00 ～ 19：00
電　　話／ 03-3275-0855
http://www.tif.ne.jp/jp/sp/yaesu/

ふくしまファンクラブ会員が１万人を達成 !

福島県のアンテナショップへお越しください !!

１万人目の方へはプレゼントを
お送りいたしました

「桃の恵み」と「林檎の想い」


